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寄付を受けたNPOは、貴重なお金を出してくれた人の想いを受け取って、社会に還元
していくことが求められます。そして、あなたの寄付がこのような形で役に立ちました
ということを伝えることが必要です。寄付で地域や社会、誰かの暮らしが良くなったこ
とがわかると嬉しいからね！

誤解されやすいのですが、NPOだからといって寄付が自然と集まってく
るものではないんです。寄付を集めるためには「人の心」を動かさない
といけません。これには、大きく２つの心の動きが作用すると考えられ
ます。１つはその団体や活動に共感・納得するもの。そのためにはネット
上や紙で活動報告を行うことや、資金の使い途の公開も重要になって
きます。もう１つは人に対する信頼、つまり「あなたが頑張るなら応援す
る」というものです。団体が活動を始めたきっかけのストーリーや、活動
メンバーの顔を見せていくことがとても大事な要素になります。

はい、その通り。NPOの活動分野によっては、サービスの対象者からお金を
もらうのが難しいケースがあります。例えば、動物の保護活動を行うNPO
の場合、相手は動物なので、謝金を受け取ることはできませんよね。でも、
保護活動にかかるお金は誰かが負担しなければ活動は長く続けられない
ので、動物が好きで守りたい人を探して、支援を依頼することが必要になり
ます。自分では保護活動ができない支援者から想いを託されて、NPOは活
動をすることができます。

こんにちはタチバナくん。NPOの収入源は①会費②寄付金③事業収入④補
助金・助成金⑤委託費の５つに分かれています。大きく2種類に分けると、事業
収入や委託費は、顧客に商品やサービスを提供して得るお金で、会費や寄付
金、補助金・助成金は支援者から受け取るお金ですね。

る日、松下さんの目に留まったのは、求人広

告にあった「犬の里親探し」、これってどうい

うこと？松下さんは掲載主のペットショップへ。そこ

で聞いた犬の殺処分の話に耳を疑った。でももっと

驚いたのは、ほとんどの犬が家族であったはずの飼

い主に捨てられているという事実。

　犬を捨てる？信じられない！

感な時期をアメリカで過ごした彼女にとっ

て、自分のことは自分で理解しておくもの。人

の行動には全て理由がある。人を知る。なぜ飼って

いた犬を捨てるのか？そこから犬を救いたい。松下

さんの人生の軸を支えているのがいぬねこカウンシ

ル。いや、軸そのものになっている。そこに彼女の仕

事を含めた全ての取り組みが刺さっているのだ。

　松下さんのNPOの入口は当たり前にあった。その

先に彼女の人生がある。
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キーワード「信じられない！」

この場所で
ツリーハウスをつくる。
その先に…

Bits of Knowledge
N P O 豆 知 識

ＮＰＯの５つの収入源
社会貢献に興味があり、これ
から活動していきたい31歳。
NPOには全くなじみがない。
（失礼極まりない態度でズケ
ズケと質問する）

NPOセンターに勤める丁寧な
サポートが評判のお姉さん。
（基本優しいがたまに怖い）

About “NPO”
今日の

？
Hatena

あ

多

2015年秋から一年かけて、自然あふれ
る牧歌的な田舎の村にツリーハウスを
作るプロジェクト。ツリーハウスを作り
たい人が集まり、ハウスだけではなく石
窯やコンポストトイレなども作る。どう
やって自然を楽しむかは参加者次第。
月一回土日に開催し、20～40代まで
の参加者が自然を楽しんでいる。

僕らのツリーハウスプロジェクト
ourtreehouseproject.com
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▶ローカル×デザイン
　アカデミーレポート
▶NPO入口図鑑

今秋開催！まちを巡って体験する今秋開催！まちを巡って体験する
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「ちょっと気になったこと」
その先にあるNPOへの入口を人物像から

明らかにするコーナー

入口図鑑NPO

今回の人は今まで会った人とは違っていた。
NPOの入口を最初から知っていたのだ。
松下由香さんは、犬や猫と直接触れ合う活動ではなく、
人の心理に働きかけて、犬や猫を守る活動を行う。
2011年「いぬねこカウンシル福岡」設立。

Profile 松下 由香さん www.inc-fukuoka.org
いぬねこカウンシル福岡

　プロジェクトの最初は、バードハ
ウス作りから。いきなりツリーハウ
スの製作には入らない。取り組む様
子はベテランの集まりに見えるが、
実はそうではない。道具に慣れ、場
所や仲間に親しむところから始めて
みる。
　それを生み出しているのが谷口さ
んの「余白」だ。谷口さんの思考の
余白。時間の余白。 プロジェクトの
メインと言ってもいい昼食のおいし
さを引き立てる工夫もここから生ま
れる。メニューは特別なものではな
い。この時も作業の合間に作ったカ
レーだ。「その場で作った道具で楽
しむんです」。山にある竹を割ってお
皿にすると竹の青い香りがスパイ
スとして加わる。いつものカレーが
ちょっとしたことで特別なものにな
り、美味しさが増していく。 
　周りや仲間のことを思うゆとりか
ら、頑張りすぎず、お互いを頼り合

うことも生み出す。それが心地よさ
になり、メンバーに余白が生まれる。

　谷口さんは日頃の仕事について
「直感に対してロジックを組み立て
ています。思ったことを言語化して
いくんですけど、人に共感してもらえ
る直感は大事にしてます」と語る。
　ロジックを感じさせないが大切に
したいものは伝わる。このプロジェ
クトの参加者を「チーム」と呼びた
くなるのだが、それは主体性がある
からだけではない。伝わってきたこ
とを柔軟に、自らの人生に接ぎ木を
するように吸収していく。だからこ
のツリーハウスの取り組みにはたく
さんの物語がある。

物語がある

いつものカレーが！？

前回に引き続きNPOのお金事情について学んでいきます。
「NPOは何を収入源にしているか？」皆さんはご存知ですか？

本コーナーではNPOの謎めいた実体を
NPO初心者のタチバナくんと一緒に学んでいくコーナーです。

先生、この前の講義でNPO
が利益を出していいことは
わかったけど、一体どうやっ
て収入を得よると？

へえ～。全然知らん
やった。得た収入は何
にでも使っていいと？

だんだんNPOの活動領域
や寄付の意義がわかって
きたばい！NPOなら寄
付って簡単に集めること
ができると？

?

プロジェクトプロデューサー

谷口 竜平さん

なんか団体の収入の内訳と
か見たくなってきたばい。収
入源はNPOの活動する分野
によっても違ってきそうやね。

！？ うわっだいぶ誤解しとっ
た！寄付の裏側には、団
体の日々の積み重ねが
あるわけなんやね。

【用語説明】

会　費 団体の趣旨に賛同し応援するためのお金。イメージは継続的な寄付の約束です。

補助金・
助成金

設立したばかりの団体にも取得しやすい収入源ですが、単年度のものが多
く、持続的な活動計画が立てにくくなる恐れがあります。

行政や企業などが指定した契約内容に基づき、業務を行うことで対価を得るものです。委託費

!!

NPOには５つの収入源が
あるけど、その中でも寄付

や会費って

NPOにとって貴重な財源
ってことがわかったばい！

次は寄付ってどうやったら
出来るのか知りたいけん

、教えてほしか～。

まず団体の活動のために使うことが前提で、種類によっては制限があります。事業収入は
当然自由に使えますが、寄付や会費は、募集する時点で支援者にどのような話や約束をし
たかによります。行政の補助金等は事前に用途や金額の上限が決められていることが多
く、また人件費が対象外とされることもあります。組織としての主体性を高め仕事として継
続していくには、特定の収入源に依存せず、バランスよく保つことが理想です。

監修／仮認定NPO法人アカツキ



日の里団地から繋がるむなかた食材～団地で極上の味噌作りを体験しよう～

都市部の住民と農村部の生産者との交流を
目的に、日の里団地で宗像の豊かな食材をつ

かって味噌作りに

チャレンジします。生産者との話を交えながら
、大豆の収穫から実際に味噌をつくるところま

で体験します。

◎日　時：11/19（土）10：00～15：00　◎集
合場所：日の里団地集会所（日の里5-1-1）

◎参加費：3,000円（ランチ代、食材費込み）※
今回仕込んだ味噌は持って帰れます。

◎定　員：定員12人（最少催行人数4人）　◎
締切日：5日前

◎申込・お問合先：080-3967-5436　local
design2016@gmail.com（山田）

行程［5時間］：集合▶市内大豆農園（収穫体験
）▶日の里団地集会所（味噌を使ったランチ＋

生産者による食材の解説→味噌作り）▶解散

企画協力団体：LDA企画メンバー

八之会プレゼンツ！よしたけ八福神めぐり～恵み豊かな神の里 吉武の魅力にふれるやさしい時間～吉武地区には八所宮をはじめ21の神社があります。今回は、そのうちの7社と長宝寺をめぐります。ご朱印を求めて、ひたすら歩くも良し、神々のご利益を願うも良し。車椅子などでも参加できる「のんびりコース」も準備。
◎日　時：10/29（土）9：00～12：00（雨天中止）◎集合場所：八所宮大駐車場（吉留3186）◎参加費：大人1,000円（おにぎり2個、特製杖、厄除タワシ付き）、　　　　 子ども（小学生以下）300円（おにぎり２個、ご朱印手帳付き）◎定　員：200人　◎締切日：10/20（木）◎申込・お問合先：0940-32-5904（月曜休み）

行程［3時間］：集合▶受付▶コース説明▶吉武地区散策（約７㎞）▶解散

企画協力団体：八之会

参加者の
声

お昼はみんなで準備のお手伝い。一緒にご
飯を食べると、チームワークもより親密に。

約1ヶ月かけて、ゲストの話をヒントにこの
メンバーで企画の種が生まれました！

第1回目ゲストの一人、福岡テンジン大学の
岩永氏から企画ヒントをもらいます。

午後からグループワーク。ゲストスピー
カーも参加して、アイデアを拡散します。

［ローカル×デザインアカデミーむなかた］ふらぐ ロープレ宗像
今秋開催！まちを巡って体験する

ロープレ宗像

1981年（9月4日）大阪府生まれ（現在35歳）。同志社大学文学部社会学科でジャーナリズムを専攻後、出版社、新聞
社勤務を経て、フリーの著作家・ライターに。独自の情報整理術を公開した 『情報は1冊のノートにまとめなさい』
（Nanaブックス）で単行本デビュー。第2弾『読書は1冊の ノートにまとめなさい』（同）、第3弾『人生は１冊のノート
にまとめなさい』（ダイヤモンド社）の シリーズ3冊は累計50万部を超えるベストセラーとなる。

宗像市読書のまちづくり推進計画キックオフ企画　奥野宣之氏講演会
Furagu News

今秋開催！まちを巡って体験する

像の価値に触れながら自分が地域でできることを全3

回を通して具現化していく企画。初めての試みに市内

外から11人が集まりました。年齢・性別はもちろん、今までの

経験も職業も様々な仲間が毎回顔を合わせ、一つのことに

取り組んでいきました。この企画から生活やまちに目を向

け、チームが生まれ、新しい取り組みが動き出す。

　各回、テーマに合わせたゲストスピーカーの話の後、模造

紙に気づきやアイデアを書き出していきます。

　第1回目のテーマは「地方とソーシャル」。この日は「大島」

「地島」「沖ノ島」と名付けたテーブルに分かれ、ワールドカ

フェ形式で頭に浮かんだアイデアを広げていきました。「教

育や福祉などと結びつけることで、そこから、人との繋がり

や新しいものが生まれていくんじゃないか」「大人のキャン

プ!普段なかなか体験できないようなことでも企画できる気

がしてきました」この日は今までの自分の中の枠を外す作業

になりました。　

　第2回目のテーマは「地方とテクノロジー」。第1回目で出た

やりたいことを考えてくる宿題から、「食、畑」「場づくり、空

間」「地域を知る」について。この場に集った仲間とこんなこ

ともできるかもしれないと考えてきた企画を共有し想像を膨

らませていきます。「古民家の再生を通した居場所づくりや

身体障がい者の方たちの収穫体験がいいんじゃないか」 

「ご飯を持ってまちを回って地元のおかずを少しずつ食べら

宗

・わんぱくっ！！～お椀を持って湾でワンパクに！～

・日の里団地から繋がるむなかた食材

「まちづくりへのハードルが下がった気がする」
「“今やれること”から始めて少しずつ具体化できたらいいな」
「仕事や生活に縛られず、視野を広くしたい！」
「今の状況をより楽しい状況に変化させていきたい」
「今後の自分の生活を考える機会になった」

全3回の
お昼ごはん

［日時］11月23日（水・祝）14：00～16：00（予定）　［場所］宗像ユリックス会議室1・2　［参加費］無料　［定員］80名
下記電話番号もしくはアドレスまで①参加者氏名②連絡先をお知らせください。（申し込み締切11月21日（月））
TEL： 0940-36-0311（メイトム宗像市民活動・NPOボランティアセンター）　Mail：munakata@mcforum.jp

申込
受付

宗像の郷土料理の“とりすき”
（牛肉の代わりに鶏肉を使ったすき焼き）

宗像漁協女性部「岬のね～ちゃん」
のイカや鮮魚の刺身や天ぷら

宗像牛と福島園の無農薬米を使ったカ
レーライス。地島のワカメと鐘崎で獲
れたアオリイカの海鮮サラダにオリジ
ナルドレッシング

全3回 開催しました！LDAまとめレポート

れるイベントや、テーマが一切ないキャンプができたら楽し

そう」。次回までの宿題は今日の新たな発見を企画シートに

書き込むこと。

　前回の宿題を形にする第3回のテーマは「地方とキャリ

ア」。枠を外し、拡散して、収束した全3回。このメンバーから

2つのチームが生まれました。企画は今回の「ふらぐ」中面の

「ロープレ宗像」に！

2.参加費用はプログラム参加時にお支払いください。
1.それぞれのプログラムに記載の申込・お問合先よりお申し込みください。申込

方法

ローカルプレイ宗像（ロープレ宗像）は、宗像の伝統文化や地域で活動する人たちの思いに触れるこ
とができるプログラムです。今回は地域の課題解決のために活動するNPOや宗像の地域資源や伝統
文化を受け継ぐ地域の方々に主催者となってもらい10の体験活動をご用意しました。プログラムを通
じて、宗像の持つ豊かな資源と、人との出会いをお楽しみください。
［主催］メイトム宗像市民活動・NPOボランティアセンター／お問い合わせTEL：0940-36-0311

誰もが自分らしく、安心して暮らせる宗像を考える
～豊かな高齢社会を目指して～
超高齢社会を迎えるにあたり、認知症や介護が必要になる方が増えてきます。そのような方々も含め、誰もが安心して暮らせる宗像にするために、地域住民が何をすべきか、何ができるかをワークショップ形式で考えます。

◎日　時：11/13(日）10：00～12：00
◎集合場所：メイトム宗像102（久原180）
◎参加費：500円
◎定　員：20人（最少催行人数5人）
◎締切日：11/10（木）
◎申込・お問合先：080-1764-5843　bppxg027@gmail.com（齋藤）

行程［2時間］：話題提供10：00～10：30▶ワークショップ10：30～12：00

むなかた自
炊塾

～生き方
変わる食

の授業～
九州大学比

良松道一准
教授の公開

授業

九大発の
人気授業

の一般向
け体験授

業。インス
タント、加

工

食品等に
頼らない

自炊が当
たり前の

生活を送
りたい人を

歓

迎します
。【準備物

】ノート、
筆記具、弁

当箱サイ
ズのおか

ず

一品（テー
マは「秋」

）、自分の
ご飯と飲

み物。

◎日　時：
11/６（日

）10:00～
15:00

◎集合場
所：河東地

区コミュニ
ティ・セン

ター

　　　　
　  調理室

（須恵1-
4-1）

◎参加費：
無料

◎定　員：
10人（最少

催行人数
3人）

◎締切日：
10/30(日

）

◎申込・お
問合先：m

kt.jisui@g
mail.com

行程［5時
間］：ガイダ

ンス▶味覚
実験▶一

品持寄弁
当の日▶講

和▶ふりか
えり

企画協力
団体：むな

かた自炊塾

古民家で過ごす、お
抹茶体験&和装

～和文化に触れ
る１日～

唐津街道の宿場町
で、しっとりと、和

装で過ごす晩秋の

1日。着付けを体験
後は、手打ちそば

をお召し上がり頂
き

ます。食後は、赤
間宿通りを自由に

散策。そして宿場
の

中心にある萩尾邸
にて、抹茶体験を

お楽しみ頂きます
。

◎日　時：11/27(日
）11:00～16:00

◎集合場所：赤馬館
（赤間4-1-8）

◎参加費：3,500円

◎定　員：10人　◎
締切日：前日

◎申込・お問合先：
0940-35-4128

行程［5時間程度］赤
馬館▶赤間宿散策

企画協力団体：赤馬
館

大道芸体験 ～大道芸を体験してみよう～

南京玉簾やバルーンを使った
大道芸の基本の技を、

プロの大道芸人から学びます
。

行程［2時間程度］

◎日　時：11/25(金)17:00～1
9:00

◎集合場所：赤間地区コミュニテ
ィセンター

　　　　　 音楽室（赤間2-3-1
）

◎参加費：無料　◎定　員：10
人

◎締切日：前日
◎申込・お問合先：090-9074-3

539 (片山）企画協力団体：まつりのぼせもんたい

発酵食を見直そう 伝統的な発酵食で元気に～なぜ日本人には麹が必要なんでしょう～

行程［2時間］

子育て中のママ、パパにぜひ聞いて頂きたい伝統食のお話会
です。味噌や醤油、甘酒、塩麹など、麹を使って発酵させる食
品のいいところをいろいろ教えてもらいましょう。
◎日　時：11/９（水）10：00～12：00　◎集合場所：グランジュールのお部屋　　　　　　 LINUS&Co.VEGGY内（池田1745-2）◎参加費：一家族600円（グランジュール会員300円）◎定　員：10家族　◎締切日：前日◎申込・お問合先：090-1972-0822（吉武）

企画協力団体：グランジュール

わんぱくっ！！お椀を持って湾でワンパクに！～旬の食材を堪能しながら、歩いてみませんか？～お椀とお箸とエリアマップをもって、岬地区内のグルメ
や文化に触れながらまちを巡ります。

◎日　時：11/23（水）11:00～13:00◎集合場所：岬コミュニティセンター　　　　　 （鐘崎776-4）◎参加費：1,500円
◎定　員：15人（最少催行人数10人）◎締切日：11/16（水）◎申込・お問合先：090-1344-9607　　　　　　　　wanpaku.munakata@gmail.com（小田）

行程［2時間程度］：岬コミュニティセンター▶地区内を回遊▶岬コミュニティセンター

企画協力団体：LDA企画メンバー

宗像の魚と醤油で漁師料理づくり
～新鮮な海の幸をつかって～
鐘崎漁港で、魚食普及や地元水産物の加工・PRに取組む

「岬のね～ちゃん」から教わる漁師料理。調味料は地元マ

ルヨシ醤油さんの醤油と味噌。魚さばきや漁村のお話にも

ふれながら、一緒に漁師料理づくりをしてみませんか。
◎日　時：11/27(日）10：00～13：00　
◎集合場所：宗像漁協鐘崎本所（鐘崎778-5）

◎参加費：3,000円（昼食、お土産付き）
　　　　 （小学生以下1,000円）
◎定　員：12人（最少催行人数6人）
◎締切日：11/20(日）◎申込・お問合先：090-1088-3295　misakinonechan@yahoo.co.jp（八尋）

行程［3時間］：漁港見学▶捌き方体験・調理▶昼食▶解散

企画協力団体：岬のね～ちゃん

これ、
面白そう！

それナニ！？

ふむ
ふむ…

どれ
に

行こう
かな～

植物探索＆山登りin孔大寺山～池野の地元ガイドがご案内～

登山道には多様な植物が木立の中に見られます。池野地区コミュニ

ティ手作りの植物図録を手に、地元ガイドのゆかいなお話とともに、

ゆるりと山登りをしながら地域の植物を再発見してみませんか。
◎日　時：11/19（土）10：00～15：00（雨天中止）

◎集合場所：池野地区コミュニティ・センター（池田1300）

◎参加費：1,200円（弁当、お茶、孔大寺山植物図録、湯川林道自然図録代含む）

◎定　員：15人（最少催行人数10人）
◎締切日：11/15（火）◎申込・お問合先：0940-62-2003（月曜休み）

行程［5時間］：集合▶孔大寺山登山口▶孔大寺神社▶昼食▶孔大寺山頂上▶下山▶解散

企画協力団体：池野コミュニティセンター

こだいしやま


